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おける機器、ソフトウェア及びサービス－第 3 部：ウェブコンテンツ』5が、制定され、利

用されている。 
 

2.1 2004 年版の制定 
 JIS X 8341-3 が最初に制定されたのは 2004 年である。多様なニーズを持つ、幅広い利用5 
者が利用する想定して、ウェブコンテンツを企画・設計してこそ、高齢者・障害者を含み、

多様な人々がウェブコンテンツを利用できるようになる。そこで、ウェブコンテンツに求

められる技術基準を提供する目的で制定されたのが、JIS X 8341-3 である。 
 ウェブコンテンツについては、World Wide Web Consortium（W3C）が国際標準化団体

の役割を果たしている。この W3C の中には Web Accessibility Initiative（WAI）が置かれ10 
ている6。WAI は Web Content Accessibility Guidelines 1.0（WCAG1.0）を 1999 年に発

表した。JIS X 8341-3 作成の過程では、この WCAG1.0 に準拠することを基本方針とした。

その上で、並行して進められていた JIS X 8341-1『高齢者・障害者配慮設計指針－情報通

信における機器、ソフトウェア及びサービス－第 1 部：共通指針』7の考え方を適用し、さ

らに、わが国のウェブコンテンツに特有な課題に対応する技術基準を追加して提供した。15 
なお、JIS X 8341-1 は、すべての情報通信機器、ソフトウェア及びサービスに適用される

技術基準であって、JIS X8341-3 にとっては、親となる標準に相当する。 
 

2.2 国際標準化への貢献 
 W3C・WAI は、WCAG1.0 を完成させたのち、急激に進歩するウェブ技術を反映させる20 
ために、改正作業を開始した。わが国の専門家は、2004 年ごろから、この作業に積極的に

参加していった。 
 わが国の専門家から提案した技術基準に、わが国で特に顕著な課題に関わる技術基準が

ある。図表 4 を用いて具体例を説明しよう。 
 日本語には、同じ漢字列であっても、発音を変えれば意味が変わる場合がある。「今」「日」25 
という漢字列を「きょう」と発音した場合には「today」を意味し、「こんにち」と発音し

た場合には「nowadays」を意味するというのが、その実例である。このほか、「三」「田」

が「みた」なら東京都の、「さんだ」なら兵庫県の地名である。このような場合には、あら

かじめウェブコンテンツに読みに関する情報を付加しておかないと、読み上げソフトで正

しく読み上げられないかもしれない。そこで、JIS X 8341-1 では「最初に記載されるとき30 
に読みを明示しなければならない」という形で技術基準を示した。 
 

図表 4 WCAG2.0 に対して日本から提案した事例 
JIS X 8341-1:2004 想定する利用者にとって、読みの難しいと考えられる言葉（固有名

詞など）は、多用しないことが望ましい。使用するときには、最初

に記載されるときに読みを明示しなければならない。 
WCAG2.0（和訳） 文脈において、発音が分からないと単語の意味が不明瞭になる場合、

その単語の特定の発音（読み仮名）を示すメカニズムが利用可能で

なければならない。 
JIS X 8341-3 より引用 

 35 
 実は外国語にも同様な事例がある。英語の「read」は現在形と過去形で発音が異なると

                                                  
5 JIS X 8341-3 は、日本工業標準調査会のサイト（http://www.jisc.go.jp/）で閲覧できるほ

か、日本規格協会から購入できる。 
6 WAI のサイトは次の通りである。http://www.w3.org/WAI/ 
7 JIS X 8341-1 も、日本工業標準調査会のサイト（http://www.jisc.go.jp/）で閲覧できるほ

か、日本規格協会から購入できる。 
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いうのが、一例である。わが国からの提案は受け入れられ、第 2 版（WCAG2.0）には、「そ

の単語の特定の発音（読み仮名）を示すメカニズムが利用可能でなければならない」とい

う技術基準が採用された。 
 WCAG2.0 の審議は難航したが、2008 年になって決着し、正式に発表された8。 
 5 

2.3 JIS X 8341-3 の改正作業 
 JIS規格には五年ごと見直しというルールがある。2004年に制定された JIS X 8341-3は、

2009 年に見直し時期を迎えることになっていた。そのタイミングをとらえ、JIS X 8341-3
の改正作業がスタートした。 
 改正の基本方針は、第一に WCAG2.0 との整合性を図る、であった。ウェブコンテンツ10 
は国境を越えて流通するので、標準も整合したほうが都合がよいからである。 
 JIS X8341-1 は、2004 年に制定されたのち、国際標準化機構（ISO）に提案され、諸国

の専門家の意見を反映したのち、2008 年に ISO 9241-20 “Ergonomics of human-system 
interaction -- Part 20: Accessibility guidelines for information/communication 
technology (ICT) equipment and services”9として制定されている。五年ごと見直しをきっ15 
かけに進められた JIS X8341-1 の改正作業では、ISO 9241-20 に本文を完全に整合させる

とともに、付属書（参考）として試験方法が追加されている。JIS X8341-3 改正の第二の方

針は、この JIS X 8341-1 の改正作業結果を反映させる、であった。 
 個々の技術基準は WCAG2.0 と一致させ、それに加えて、企画・設計・制作・開発・検

証・保守・運用の各段階（各プロセス）で配慮しなければならない事項を記載し、さらに、20 
試験方法について本文中に箇条を設けるという形で、JIS X8341-3 の改正案ができあがって

いった。 
 改正版は、広く意見を募る公開レビューなどを経て、2010 年 8 月に出版された。 
 
3. 2010 年版ウェブアクセシビリティ標準の特徴 25 
 2010 年版の JIS X8341-3 には三つの大きな特徴がある。これらは、JIS X8341-3 の普及

にも影響するものなので、詳しく説明しょう。 
 

3.1 達成等級 
 JIS X8341-3 では、提供される 61 の技術基準（JIS X8341-3 では、達成基準という表現30 
が用いられている）を三つのグループに分類している。図表 5 に全貌を示す。 
 等級 A に適合する場合には、25 項目の技術基準を満たせばよい。図表 5 に例示されてい

る非テキストコンテンツの達成基準は「利用者に提示されるすべての非テキストコンテン

ツには、同等の目的を果たす代替テキストを提供しなければならない」である。色の使用

についての達成基準は「情報を伝える、何が起こるか若しくは何が起きたかを示す、利用35 
者の反応を促す、又は視覚的な要素を区別する視覚的な手段として、色だけを使用しては

ならない」である。 
 等級 AA に適合する場合には、合計 38 項目の技術基準を満たさなければならないので、

等級 A に適合するよりもむずかしい。たとえば、画像化された文字に関する達成基準は「使

用しているウェブコンテンツで意図した視覚的な表現が可能である場合は、画像化された40 
文字ではなくテキストを用いて情報を伝えなければならない」ということになっている。 
 等級 AAA に適合する場合には、61 すべての基準を満たす必要があるが、完全に満足す

るのはむずかしいかもしれない。たとえば、ライブの音声しか含まないコンテンツの代替

コンテンツに関する達成基準とは、「ライブの音声しか含まないコンテンツに対して、それ

                                                  
8 WCAG2.0 に関する情報は次の URL にある。http://www.w3.org/WAI/intro/wcag 
9 ISO 9241-20 に関する情報は次のサイトにある。

http://www.iso.org/iso/catalogue_detail?csnumber=40727 
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と等価な情報を提示する、時間の経過に伴って変化するメディアの代替コンテンツを提供

しなければならない」である。 
 

図表 5 技術基準の分類と達成等級 
 項目数 達成基準の例 
等級 A、等級 AA 又は等級

AAA で適合する場合に満た

すべき達成基準 

25 非テキストコンテンツ 
色の使用 

等級 AA 又は等級 AAA で適

合する場合に、上の 25 項目

に加えて、満たすべき達成基

準 

13 ライブの音声コンテンツのキャプション 
画像化された文字 

等級 AAA で適合する場合

に、上の 38 項目に加えて、

満たすべき達成基準 

23 収録済みの音声コンテンツの手話通訳 
ライブの音声しか含まないコンテンツの代替コン

テンツ 
JIS X 8341-を基に作成 5 

 
 以上に説明したように、等級 A よりも等級 AA のほうが、さらに等級 AAA はいっそう達

成がむずかしいというように、技術基準は分類されている。なお、2004 年版には達成等級

という考え方がなかったため、掲載されている技術基準の中かからいくつかを選び、それ

らだけを満たして「準拠」と称するといったケースもあった。今後は、このような「つま10 
み食い」は許されない。 
 

3.2 試験可能性 
 達成等級という考え方は、技術基準を満たしているかどうかが明確に判断できなければ、

機能しない。そのために、2010 年版の JIS X8341-3 にあるすべての技術基準は、試験が可15 
能である。具体例を示そう。 
 光の明滅によって光感受性発作（光源性てんかん）を誘発する場合がある。これを避け

る技術基準は、2004 年版には「早い周期での画面の点滅を避けなければならない」とだけ

書かれていた。これに対して、2010 年版では「どの 1 秒間においても 3 回以下である」と

いう形で、周期の上限が明示された。なお、これは等級 A の達成基準である。 20 
 白内障が進んだ高齢者などには、コントラストが低い画面は、情報が読み取りにくい。

そこで 2004 年版には「画像などの背景色と前景色とには、十分なコントラストを取り、識

別しやすい配色にすることが望ましい」という技術基準が掲載されていた。2010 年版では、

達成等級 AA の基準として「少なくとも 4.5：1 のコントラスト比がなければならない」と、

基準値が明記された。 25 
 他の技術基準についても試験可能性が精査されている。 
 

3.3 技術非依存 
 JIS X 8341-3 や WCAG はなぜ頻繁に改正しなければならなかったのだろうか。それは、

ウェブという技術分野では技術進歩が著しく速く、古い基準がもはや通用しなくなったた30 
めである。これは情報通信分野に必然的なことであるが、頻繁な改正を避けるには、標準

の中で特定の技術について触れなければよい。 
 技術非依存とは、特定の技術に言及しない形で技術基準を作成することをいう。 
 先に説明した改正版の JIS X 8341-1 や、その元となった ISO 9241-20 でも、技術非依存

が意識され、WCAG2.0 と 2010 年版 JIS X 8341-3 でも同様の考え方が取り入れられた。 35 
 実は、2004 年版の JIS X 8341-3 でも、基準の本文に特定の技術が書かれているわけでは

ない。しかし、特定の技術に対する対応が例示の形で多く掲載されているため、標準を読
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む利用者にとっては、特定の対応が推奨されているように感じてしまう、という傾向があ

った。 
 2004 年版では、「画像には、利用者が画像の内容を的確に理解できるようにテキストなど

の代替情報を提供しなければならない」という技術基準の後に、「HTML では、画像に alt
属性をつける」という例示が続いていた。この例示が独り歩きして、画像に alt 属性をつけ5 
るのが技術基準そのものであるように、しばしば解釈されてきた。 
 これに対して 2010 年版の場合には、「3.1 達成等級という考え方」の中で引用したよう

に、「利用者に提示されるすべての非テキストコンテンツには、同等の目的を果たす代替テ

キストを提供しなければならない」とだけ書かれ、例示は一切掲載されていない。このた

め、alt 属性付加という対応が陳腐化したとしても標準を修正する必要はない。 10 
 
4. 普及への対応 
 2010 年版の JIS X 8341-3 は技術非依存だが、その結果、どのような技術を用いて実装し

たらよいか迷う人が出る恐れがある。そこで JIS 規格を利用する人々を助けようと、関連

する技術文書を提供する活動が始まった。 15 
 情報通信アクセス協議会にウェブアクセシビリティ基盤委員会（WAIC）が設置され、JIS
規格の改正に携わった専門家が集まった。そして、図表 6 に列挙する文書が 2010 年 8 月か

ら無償で公開されている10。 
 

図表 6 公表された 2010 年版 JIS X 8341-3 関連文書 20 
JIS X 8341-3:2010 関連文書 

 JIS X 8341-3:2010 解説 
 アクセシビリティ・サポーテッド（AS）情報 
 AS 情報を作成する際に必要となるテストファイル 
 JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン 
 ウェブコンテンツの JIS X 8341-3:2010 対応度表記ガイドライン 

WCAG2.0 関連翻訳文書 
 ウェブコンテンツアクセシビリティガイドライン（WCAG）2.0  
 WCAG2.0 解説書 
 WCAG2.0 実装方法集 

ウェブアクセシビリティ基盤委員会による 
 

4.1 アクセシビリティ・サポーテッド 
 利用者はブラウザや読み上げソフトを用いてウェブコンテンツを閲覧する。これらブラ

ウザや読み上げソフトを総称してユーザエージェントという。 25 
 JIS X 8341-3 を満たすようにある技術を用いてコンテンツを作成したとしても、ユーザ

エージェントがその技術に対応していなければ、利用者はコンテンツを閲覧できない。 
 あるトピックへ移動するために、クリックする画像に代替テキストが提供されていたと

しても、ユーザエージェントが代替テキストを見つけて利用者に示せなければ、画像を見

ることができない利用者はトピックへ移動できない。つまり、代替テキストはユーザエー30 
ジェントが理解し使用できる方法で提供されていなければならない。どのような技術を用

いて代替テキストを提供すればよいかはユーザエージェントによって異なるため、個々の

ユーザエージェントごとにどのような技術に対応しているかを整理する必要がある。 
 上の実例のように、ユーザエージェントがどんな技術に対応しているかを一覧できるよ

うにしたのが、『アクセシビリティ・サポーテッド（AS）情報』である。 35 

                                                  
10 ウェブアクセシビリティ基盤委員会のサイトで、図表 6 に載せた技術文書が入手できる。

http://www.ciaj.or.jp/access/web/ 



9 
 

 
4.2 試験実施と対応度表記 

 ウェブコンテンツがどの程度アクセシビリティに対応しているかを示すのが達成等級で

ある。達成等級は、「3.1 達成等級」で説明したように、個々の技術基準（達成基準）を満

たしているかどうかで判断される。それでは、満たしているかどうかの試験はどのように5 
行えばよいのだろうか。 
 JIS X 8341-3 には、「2.3 JIS X 8341-3 の改正作業」で説明したように、「試験方法」と

いう箇条がある。この箇条に基づいて試験を行う人々の理解を助け、具体的な目安や例を

示すのが『JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン』である。 
 試験には、ウェブページ単位での試験とウェブページ一式単位での試験がある。後者が10 
可能なのは 100 ページ程度までであって、それ以上のページを試験しようとすると、多大

な時間とコストを要してしまう。サイトの性格やウェブアクセシビリティの方針に従って、

全てのページを試験すべきかどうか、その際の時間とコストが現実的であるかを検討して

判断する必要がある。時間とコストを節約するために、ランダムにページを選択して試験

する場合には、25〜39 ページが合否判定に要する標準的なページ数であって、40 ページ以15 
上が合否判定に十分なページ数の目安である。ここまで書いたような具体的な進め方が、

『JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン』に示されている。 
 『対応度表記ガイドライン』には、どのような試験を行えば「適合」と表記できるかが

説明されている。それによると、試験を実施し目標とする達成基準を全て満たすと確認し

て、JIS Q 1000「適合性評価－製品規格への自己適合宣言指針」に基づいて自己適合宣言20 
した場合に「適合」と表記できることになっている。試験を実施し目標とする達成基準を

全て満たすと確認しただけなら「準拠」と、達成基準の一部を満たすことを確認した場合

には「一部準拠」と、一応試験しただけで結果は問わない場合には「配慮し試験」と、ウ

ェブアクセシビリティの重要性は認識しており、できる限り守ろうとしているが試験は行

っていない場合には「配慮」と表記すればよい。 25 
 対応度の表記にあいまいさがなくなれば、利用者に便利だろう。  
 
5. プロセス標準：みんなの公共サイト運用モデル 
 世の中には数多くのウェブサイトがあるが、政府各府省や地方公共団体が運用する公共

サイトは、その性質上、できる限り多くの人々が利用可能であるべきである。特に地方公30 
共団体のサイトには、日常生活で必要になるさまざまな情報が掲載されており、アクセシ

ビリティの確保は必須である。 
 それでは、市長・区長などの首長は、公共サイトについてどのように基本方針を提示し

たらよいのだろうか。運用責任者がベンダーに発注する際には何を求めたらよいのだろう

か。日常の運用では何に留意したらよいのだろうか。 35 
 これらの課題に応えるために『みんなの公共サイト運用モデル（2005 年版）』の改定作業

が 2010 年 9 月にスタートした。これは 2010 年に改正版 JIS X8341-3 が制定されたのを受

けたものである。地方公共団体の意見も反映されるように作業を進め、まもなく改定版が

公表される11。 
 新しい運用モデルは公共団体、とりわけ地方公共団体が「ウェブアクセシビリティ方針」40 
を策定し、文書化するように求めている。また、策定したウェブアクセシビリティ方針を

ホームページ等で公開するように推奨している。ウェブアクセシビリティ方針には、「既に

提供しているホームページ等について、2013 年度末まで達成等級 A に準拠し、2014 年度

末までに達成等級 AA に準拠する」といった具体的な目標を掲げることになっている。 
 45 

                                                  
11 みんなの公共サイト運用モデルの公開時点で URL を記載する。 
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の取組みを実施するとともに、年度ごとに取組み項目を検討し必要な人員や予算を確保す

る。日々のページ更新では、問題の有無を確認するためのチェックリストを作成しページ

作成者が確認する、アクセシビリティチェックツールや CMS（Content Management 
System）のチェック機能を活用し確認する、管理運営担当部署でアクセシビリティに関す

る知識のある担当者が確認を行った上で公開する、といった方法が例示されている。ホー5 
ムページに問い合わせ先を掲載するなどして、利用者の意見を積極的に収集し、すぐに対

応可能な問題点は日々の運用において対応することも重要である。技術や予算の面からす

ぐに対応するのがむずかしい問題点は、次回のリニューアル時の検討課題とし、リニュー

アル時にはアクセシビリティに対応するよう、必要な取組みを実施する。 
 地方公共団体では、サイト更新に多くの部署の職員が携わっており、また、職員の異動10 
が頻繁に行われる。ウェブアクセシビリティの重要性と具体的な対応方法について職員の

理解を深めるために、アクセシビリティ研修を継続して実施するのが有効である。 
 検証 C（Check）のステージでは、「4.2 試験実施と対応度表記」に基づいて試験を実施

し、対応度を公表する。 
 継続的行動 A（Action）のステージでは、ガイドラインの更新、職員研修、定期的なウェ15 
ブアクセシビリティ検証、ユーザ評価などを通じて、品質をさらに改善するための取組み

を継続的に実施する。成果を踏まえて目標とする達成基準を追加したり、より上の達成等

級を設定するなど、ウェブアクセシビリティ方針を見直する。1 年に 1 回以上を目安に、JIS 
X 8341-3 に基づいた試験を定期的に実施する。 
 PDCA サイクルを継続的に回すように求めていることが、みんなの公共サイト運用モデ20 
ルの特徴である。ウェブサイトには日々新しい情報がアップされていくため、継続的にマ

ネジメントしていかない限り、気付かないうちにウェブアクセシビリティ上の問題が起き

てしまう恐れがある。それを避けるために継続性が強調されているのである。 
 
6. プロセス標準：ウェブアクセシビリティの行動規範標準 25 
 みんなの公共サイト運用モデルと同様の発想で、継続的にウェブアクセシビリティを改

善していくために、英国 BSI（British Standard Institute）は、国内標準 BS 8878 “Web 
Accessibility – Code of Practice”の標準化作業を進めてきた。この標準は、ウェブアクセ

シビリティを維持・向上していくために組織的にマネジメントしなければならない事項を、

行動規範としてまとめたプロセス標準である12。 30 
 組織がウェブプロダクトのアクセシビリティを高め、それをより使いやすくするための

措置を講じることが推奨される理由には、主に以下の三つがあると、BS 8878 で紹介され

ている。第一は法的な理由で、アクセシビリティの条件を満たさないウェブプロダクトを

提供した組織は、2010 年平等法や 1995 年障害者差別禁止法に基づき、損害賠償を請求さ

れる恐れがあるからだ。第二は商業的な理由で、障害者差別禁止法によって保護される人35 
の数は 1100 万人を上回り、国家年金受給年齢に達している人の数はおよそ 1200 万人と、

ウェブアクセシビリティを要求する市場の規模は十分に大きい。第三は道徳的な理由で、

障害者や高齢者が自活力を高め、積極的に社会に参加していくためである。 
 BS 8878 には、ウェブアクセシビリティは最高経営責任者あるいは最高執行責任者が最

終的な責任を持って進めるべき課題であり、「組織としてのアクセシビリティ指針を作成す40 
るべきである」との推奨事項が記載されている。BS 8878 は、国有企業、民間企業、非営

利団体、政府省庁、地方自治体、公共機関、学術機関など、あらゆる形式の組織に適用さ

れるものである。これに対して、みんなの公共サイト運用モデルは対象を公的なウェブコ

ンテンツに限定する。今後、わが国でも、民間企業や非営利団体といった民の側について

もウェブアクセシビリティを普及させるため、公民の別に関わらず参照できるドキュメン45 

                                                  
12 BS 8878 は BSI から購入可能である。詳しくは次のサイトを閲覧のこと。

http://www.bsigroup.com/ 
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トが求められるようになるだろう。 
 BS 8878 は、ウェブプロダクトという表現を用いている。このウェブプロダクトは、あ

らゆるウェブサイト、ウェブサービス、もしくはインターネット経由でウェブブラウザか

ら利用者に提供されるウェブ／ワークプレイスアプリケーション、リッチ・インターネッ

ト・アプリケーション、ブラウザから提供される SaaS（Software as a Service）／クラウ5 
ドコンピューティングサービス、コンピュータや携帯電話、さらには電子ブック、タブレ

ット型コンピュータ、セットトップボックス、テレビなどのインターネットに接続できる

デバイスなど、インターネットに接続できるさまざまなプラットフォームで閲覧できるも

のであるとされている。ウェブ技術が広く活用されている状況が分かる記述である。 
 BS 8878 は、ウェブプロダクトの目的を定め、対象利用者のニーズについて分析するこ10 
とから始まる、一連の手順を定めている。ウェブプロダクトが提供しなくてはならない利

用者の目的およびタスク、ウェブプロダクトが提供を目指すユーザエクスペリエンスのレ

ベル、アクセシビリティに対する設計アプローチ、対応する配信プラットフォーム、対応

の対象となるブラウザとオペレーティング・システムおよび支援技術、ウェブオーサリン

グツールの調達もしくはウェブ技術の選択、制作プロセスにおけるウェブプロダクトのア15 
クセシビリティ確保、プロダクトの運用開始時にアクセシビリティに関する決定を通知す

る方法、運用開始後のアクセシビリティに対する活動および維持など、プロダクトの設計・

開発から運用に至るすべての手順を通じてウェブアクセシビリティを確保する、という思

想で BS 8878 は記述されている。 
 みんなの公共サイト運用モデルは PDCA サイクルを陽に強調している。これに対して、20 
BS 8878 は継続的にウェッブアクセシビリティを改善していくように求めているにもかか

わらず、PDCA サイクル自体についての言及はない。PDCA サイクルは、第二次世界大戦

後、品質管理を構築したウォルター・シューハート、エドワーズ・デミングらが提唱した

もので、デミング・ホイールとも呼ばれている。わが国では著名な管理手法であるが、欧

米での認知度は意外にも低い。このため、BS 8878 に直接の言及がないものと思われる。 25 
 BS 8878 は、組織内の業務プロセスを規定する（律する）という点で、みんなの公共サ

イト運用モデルと同様に、プロセス標準の一種と位置付けられる。 
 
7. プロセス標準：アクセシビリティ成熟度モデル 
 雇用者側が組織したEmployers’ Forum on Disabilityというフォーラムが英国にある。30 
このフォーラムの中に、Business Taskforce on Accessible Technology が組織され、

Accessibility Maturity Model（アクセシビリティ成熟度モデル）が開発された13。このア

クセシビリティ成熟度モデルは、組織が保有する、あるいは社会に提供している情報通信

系のシステム・機器・サービスについて、アクセシビリティ対応度を自己評価するもので

ある。ウェブプロダクトの範囲を越えているが、関連するので紹介しよう。 35 
 アクセシビリティ成熟度モデルのポイントは図表 8 に示す成績表にある。 
 情報通信システムを古くから運用してきた組織には、レガシーシステムと呼ばれる古い

システムが残存している場合がある。このレガシーシステムのアクセシビリティが低けれ

ばレベル 1、改善戦略があればレベル 2、アクセシビリティへの配慮が完了していればレベ

ル 5、というように、組織は図表 8 を用いて自己評価する。 40 
 今年、自己点検をしたときにビジネスの牽引車はレベル 2 で、組織内標準とガイダンス

はレベル 3 だったとしよう。翌年、再度評価したら、ビジネスの牽引車はレベル 3 に向上

し、組織内標準とガイダンスはレベル 3 のまま、といったことがわかるかもしれない。こ

うして進歩もわかるし、目標も設定できる。組織の強みと弱みも明らかになる。 
 45 

                                                  
13 Accessibility Maturity Model に関する詳しい情報は次のサイトにある。

http://btat.efd.org.uk/toolkit/maturity-model/ 
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図表 8 組織の IT アクセシビリティ対応がどの程度成熟したかを評価する成績表 
注視する領域 レベル 1：非公

式 
レベル 2；意思

を固める 
レベル 3：繰り

返す 
レベル 4：マネ

ジメントされ

る 

レベル 5：最適

である 

ビジネスの牽

引車 
上位の管理者

の雇用はない 
戦略が存在す

る 
トップダウン

で関与があり、

トップが参加

している 

効力のある戦

略に基づいて

マネジメント

されている 

社会的に先導

者であり、リー

ダである 

組織内標準と

ガイダンス 
ほとんど無い

か不明確 
基本的な組織

内標準はある

が、アドホック

に利用されて

いるのみであ

る 

組織内標準は

日常的に利用

されており、組

織内に周知・推

奨されている 

高度な組織内

標準があり、定

常的に改善さ

れている 

社会への影響

者であり、組織

の外で作られ

ている標準（国

内・国際標準）

を早期に導入

している 
ガバナンスと

リスクマネジ

メントのプロ

セス 

規定されてい

ない 
プロセスは定

義されている

が、実際のガバ

ナンスほとん

ど存在しない 

能動的にガバ

ナンスされて

いる 

継続的改善が

図られ、戦略性

がある 

IT システムの

サプライヤに

も影響を与え

ている 

リソースとコ

ストのインパ

クト 

配分されてい

ないか、考慮さ

れていない 

いくらかの予

算はあり、責任

は明確である 

投資戦略が存

在し、活動を支

援するサービ

スも統合され

ている 

効果的に利用

できる予算が

マネジメント

されている 

さらなるイノ

ベーションと

利用者の能力

向上に対して、

特別の資金が

提供されてい

る 
生産物（デザイ

ン、組み込み、

試験、実装） 

開発過程での

考慮は、ほとん

どなされてい

ない 

ライフサイク

ルの各ステー

ジでの要求事

項は文書化さ

れているが、ア

ドホックに活

用されるだけ

である 

スタッフと顧

客によって全

面的に活用さ

れるように、支

援技術も併せ

て用意されて

いる 

標準への適合

性を、数値を用

いて証明でき

る 

イノベーショ

ンが進み、デザ

インが優れて

いる 

調達とサプラ

イヤとの契約 
調達プロセス

での考慮はほ

とんどされて

いない 

プロセスは文

書化されてい

るが、アドホッ

クに活用され

るだけである 

日常的に活用

され、準拠でき

ない場合もし

っかりマネジ

メントされる 

積極的であり、

サプライヤを

助ける姿勢が

ある 

サプライヤと

パートナ関係

になっている 

古いレガシー

システム 
アクセシビリ

ティは低い 
レガシーシス

テムのアクセ

シビリティは

限定されてい

るが、改善戦略

は存在する 

レガシーシス

テムをアクセ

シブルにする

ことが優先課

題である 

システムのほ

とんどはアク

セシブルであ

る 

レガシーシス

テムはすべて

アクセシブル

の状態に改善

されている 

合理的な調整

プロセス 
ほとんど無い

か事象が起き

次第 

基本的なプロ

セスはあるが、

アドホックに

活用されるだ

けである 

統合的なプロ

セスが推奨さ

れ、日常的に利

用されている 

サービスレベ

ルにおいて、積

極的にマネジ

メントされて

いる 

イノベーショ

ンが進み、よい

実 例 （ Best 
Practice）とし

て社会に例示

されている 
 
 このアクセシビリティ成熟度モデルは、最高情報責任者、最高技術責任者、人事部、IT
プログラムのマネージャといった、多様なレベルの人々が組織のアクセシビリティ対応に
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ついて自己評価を実施し、結果を理解し、向上計画を作成するのに利用される。 
 このアクセシビリティ成熟度モデルは、どのような領域（公か民かなど）の組織であっ

ても、共通する典型的な方針と活動を基に作成したものであるという。タスクフォース参

加者だけでなく、外部の意見も取り込んでいる。相対評価の指標と方向性を示し、次のス

テップに向かって組織それぞれに取るアプローチ方法を支えるという点に、アクセシビリ5 
ティ成熟度モデルの特徴がある。 
 
8. 今後の方向とまとめ 
 特定非営利活動法人ウェブアクセシビリティ推進協会（JWAC）が 2010 年 4 月に設立さ

れた14。みんなの公共サイト運用モデルは、公共団体が提供するウェブサイトが対象である10 
が、民間が提供するサイトも含め、すべてのサイトでアクセシビリティを改善していくの

が JWAC の目標である。 
 JWAC は、ウェブアクセシビリティの品質レベルを維持・向上させていく事業、ウェブ

アクセシビリティに関する普及啓発事業、ウェブアクセシビリティをさらに向上させるた

めの調査研究事業等を推進している。JWAC の活動を通じて、わが国でも、行動規範に関15 
する標準化を進めたり、アクセシビリティ成熟度モデルに相当する評価尺度を普及させた

りしていくことが期待される。 
 内閣府に設置された障がい者制度改革推進本部は、2010 年 6 月に公表した『基本的な方

向について』の中に「情報アクセス・コミュニケーション保障」を盛り込んだ15。総務省の

グローバル時代における ICT 政策に関するタスクフォースも「公的機関ウェブサイトのア20 
クセシビリティの更なる向上」を具体的施策として提言している16。 
 このように、ウェブアクセシビリティの実現を目指す政策が動き出している。ウェブサ

イトの提供者は官民問わずアクセシビリティへの意識を高めていく必要がある。 
 東北地方太平洋沖地震が示唆するのは、日常的にウェブアクセシビリティを意識して情

報を受発信するという姿勢を組織内に定着させておくことの重要性である。緊急時に、急25 
ウェブアクセシビリティに対応しようとしても、不備が生じる恐れがある。本レポートで

紹介したように、組織的・継続的にウェブアクセシビリティを向上させていこうとするプ

ロセス標準の考え方が、広く普及していくように期待したい。 

                                                  
14特定非営利活動法人ウェブアクセシビリティ推進協会に関する情報は次のサイトにある。

http://www.jwac.or.jp/index.html 
15 障がい者制度改革推進本部に関する情報は次のサイトにある。

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/kaikaku.html 
16 グローバル時代における ICT 政策に関するタスクフォースの最終報告書のうち、ウェブ

アクセシビリティに関連した記述は『地球的課題検討部会最終報告書』に掲載されている。

この報告書は次のサイトにある。http://www.soumu.go.jp/main_content/000094721.pdf 


